




※応募企業多数の場合は、本プログラムに対する関心度合等を踏まえ、選考させていただきます。 
※後日、記載内容について、電話等でヒアリングをさせていただく場合がございます。 

「沖縄力発見創造事業」企業進出・事業連携促進プログラム≪IT編≫ 申込用紙 

組織・参加者概要                                            
ふりがな 

貴社名：                 部署名：                           
従業員数：                資本金：                            
事業内容：                                               

ふりがな  

御参加者名：                年齢：（   才）  性別：（ 男・女 ） 
役職名：                 携帯番号：  （    ）    発着空港：        
 

［連絡先窓口］ 
御担当者名：               役職名：                 
御住所：（〒   －    ）                                        
TEL：  （    ）    FAX：  （    ）    メール：                        
沖縄県への進出・事業連携意向                                     
※お答えいただける範囲で、該当する選択肢に〇をお付けください。ツアー構成の参考にさせていただきます。 

Q１. 沖縄県への進出・事業連携に関して、検討状況をお聞かせください。 
（１）現在、進出を検討中 （２）現在、事業連携を検討中 （３）将来の進出・事業連携に向けて企画・検討中  

（４）今後、進出・事業連携を検討する可能性がある （５）進出・事業連携に関心がある 

Q２. 沖縄県への進出・事業連携に関して、希望時期をお聞かせください。 
（１）～１年  （２）１～３年  （３）３～５年  （４）５年～  （５）未定 

Q３. 本プログラムで参加をご希望されるグループをお聞かせください。 
（１）Group A（特に、テレワーク、サテライトオフィス、ワーケーション等を活用したい企業など）☞Q４、５をご回答ください。 

（２）Group B（特に、産学連携を通じたイノベーション創出・新規事業開発に関心がある企業など）☞Q６、７をご回答ください。 
【Group A にお申し込みの方】 

Q４. 特に検討されている働き方をお聞かせください。 
（１）テレワーク  

（２）サテライトオフィス（支店等）  

（３）ワーケーション 

（４）企業移転（進出） 

（５）その他（         ） 

 
Q５. Q4を選択された理由をお聞かせください。 
                          
                          

【Group B にお申し込みの方】 
Q６. 説明を受けたい主な内容について、お聞かせく
ださい。※可能であれば、各項目内の選択肢にも○をお付けください。 
（１）OIST の研究シーズ 

（２）ISCO の実証実験の支援体制 

（３）その他（AI、IoT、サイバーセキュリティ、リゾテック、

フィンテック、ロボティクス、シェアエコ、ビッグデータ、 

その他（                  ）） 

Q７. Q6を選択された理由をお聞かせください。 
                          
                          

Q８. 本プログラムに対するその他の要望・関心事項があれば、お聞かせください。 
（例：沖縄の特区制度と補助金制度について、○○大学との○○の共同研究の可能性について 等） 

                                                         
                                                        
 
【申込用紙送付先】 ㈱日本旅行 公務法人営業部「沖縄力発見創造事業」事務局 遠藤・加藤 

 Mail：discovery_okinawa@nta.co.jp  FAX：03-3437-3955 




